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当社各航路における安全対策について 
 

 いつも YOKOSUKA 軍港めぐり・猿島航路をご利用頂きまして誠にありがとうございま
す。 
当社ではお客様に安心・安全・快適にご乗船頂くため、安全管理規程の遵守はもちろんの

こと、船舶の安全対策および非常時に備えた船員の各種訓練等を重ねております。 
当社ではこれからもお客様が安心、安全にご乗船していただけますよう、努めて参ります。 
何卒ご理解いただけますよう、お願い申し上げます。 

 
１ 避難誘導訓練の実施について 
 
法定の訓練・点検を年 2回実施しており、その他にも防火・防水・人命救助・津波・テロ・
非常操縦訓練も行っています。 
※避難誘導訓練においては、直近で 2021 年 12 月に「年末年始安全総点検」で実施 
 
２ 日々の点検整備等の実施について 
 
毎日の運航において、すべての船で以下の点検や整備を行っています。 
・発航前点検、運航終了時の点検 
・保守整備（運輸局やメーカー等の指示のもと） 
・船内巡視の強化 
 
また、定期的に以下の確認等も行っています。 
・ライフジャケット等救命器具の確認、点検及び整備 
・避難経路の再確認   ・従業員の対応手順の再確認 
・安全と事故を未然に防ぐためのミーティング 
 
３ ライフジャケット等の救命用具の用意について 
 
当社の所有するすべての船舶は、ライフジャケット・救命浮器・救命いかだを合計で法定数
（定員数）搭載しています。 
※詳細につきましては【参考】をご覧ください 



４ 軍港めぐりや猿島航路などでのライフジャケットの着用について 
 
当社各航路では、ライフジャケットの着用が必須ではありません。 
 
※ただし、「安全管理規程」の作業基準により、「気象・海象の悪化等」「事故・船舶の故障
等」「船長が必要と判断した場合」に、旅客に対して救命胴衣の着用を指示することになっ
ています。 
 
５ 運航判断について 
 
日常的な判断は船長及び運航管理者（または運航管理補助者）が行い、安全統括責任者が確
認しています（この判断に経営トップが関わることはございません）。 
 
６ 安全管理規程について 
 
当社でも法定の「安全管理規程」を設けています。 
また、以下の「運航基準」も国土交通省関東運輸局から認可されています。 

 
※上記の基準を下回っていても、気象・海象によって欠航の判断をする場合があります。 
 
７ 船客賠償保険の加入について 
 
当社所有の全船（「浦賀の渡し」を含む）で日本旅客船協会の「船客傷害賠償責任保険」に
加入しています。船客賠償は 1 名あたり 6,000万円となっています。 
 



８ 乗船名簿のご記入について 
 
当社各航路では乗船名簿の記入をお願いしておりません。それは、「船員法」により、 
①当社の航路は陸より、より近い「湖川港内」「平水区域」を航行する航路であること。 
②所要時間が２時間以内であること。 
と定められているためです。 
 
※船員法第１８条、船員法施行規則第１２条  
「海難等の際の救助や補償を円滑に進めるため、平水区域を航行区域とする船舶や、国内各
港間のみを航海し出港から次の入港までが２時間以内である船舶等を除き、旅客名簿を船
内又は事務所に備え置く義務があります。」 
 
当社では引き続き、航行の安全を第一に考え、厳密な安全管理のもと運航して参ります。 
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。 
 

以上 
 
 
 
【参考】船内に提示されている表示等 
 
●「Sea Friend ZERO」 脱出経路・救命措置・消火設備位置図 

  



●「Sea Friend 1」 脱出経路・救命措置・消火設備位置図 

 
 
●「Sea Friend 7」 脱出心得 

 
 
 
 
 



●「Sea Friend 8」 脱出経路・救命措置・消火設備位置図 

 
 
●「Sea Friend ZERO」 搭載の救命いかだ 

 

        



Sea Friend 7 に搭載のライフジャケット 

        


